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無人ヘリ及びML-EM法を用いた放射能汚染分布可視化技術の基礎研究 

○松山哲生、石井慶造、松山成男、寺川貴樹、田久創大、新井宏受、

荒井宏、大沼透、山口敏朗、佐藤光義（東北大学大学院工学研究科） 

眞田幸尚、西澤幸康(国立研究開発法人日本原子力研究開発機構) 

1. 背景・研究目的

福島第一原子力発電所事故から 5年が経過し、現在も福島県を中心とし全国的に除染作業が行われている。

しかしながら、全国的に飛散した放射性セシウムを除染する作業は順調に進んでいるとは言い難い。その要

因は、除染箇所が広大であることや放射線測定作業などの手間だと考えられる。そのため、無人ヘリコプタ

ーで測定したデータから実際に地上で測定したデータを推測することができれば、除染箇所の特定や除染が

終了した地域でのホットスポットの探査や定期的なモニタリングを行うことで、除染作業の効率化に繋がる

と考えられる。従って、より高精細な測定を可能とするシステムを作成することが要求されている。そのた

め本研究では、より高精細な画像を得るための基礎研究として、無人ヘリコプターを用いたモニタリングシ

ステムに、Maximum Likelihood-Expectation Maximization 法(以下:ML-EM法)を適用し、地上の放射線分布を推

定したデータと実際の地上測定データとを比較することで、本研究で用いたML-EMのアルゴリズムの妥当

性を検証する。 

2. 実験方法

本研究で使用したデータは、共同研究を行なっている日本原子力研究開発機

構所有のヤマハ発動機社製無人ヘリコプターRMAX G1(Fig.1)に、1.5Φ ×

1.5の𝐿𝑎𝐵𝑟3シンチレータを 3 本搭載したモニタリングシステムで得られたデ

ータを使用した。データは、無線通信システムを用いて受信し、一秒に一回計

数率や無人ヘリコプターの位置情報(GPS)などのデータを取得している。測定

地点𝑑で得られた計数率を𝑁𝑑、画素番号aで表される放射線分布をρa、測定

地点𝑑のときに画素番号aの放射線が入射する確率とし、次式で表される

ML-EM法(式 1)に適用し、推定値を計算した。 
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3. 解析方法及び結果

ML-EM法の計算の繰り返し回数と収束値との関係をデータとして取得した。その後、収束回数が最適で

あるパラメータでML-EM法を用いて推測値を計算した結果と同一エリアで得られた実際の地上測定データ

とを比較し、本アルゴリズムの妥当性を検証した。結果については、発表時に詳細を報告する。 

4. 結論及び今後の展望

 推定値と地上測定データを比較した結果、アルゴリズムの妥当性を検証することができた。また、地形を考

慮したパラメータや確率関数を再検討することで、更に詳細な推定を行えると考えられる。 

Fig.1 無人ヘリコプターの概観 
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